
愛媛県立図書館利用案内

★本を借りるとき★
１.カウンターで「利用カード」を作りましょう。
・愛媛県在住・在学の方は、だれでもカードを作ることができます。
・本人の住所確認ができるもの（生徒手帳や保険証など）が必要です。

２.本は、５冊まで３週間借りられます。
・カウンターに、借りたい本とカードを出してください。

愛媛県立図書館 〒790-0007 愛媛県松山市堀之内

TEL：089-94１-1441㈹ FAX：089-941-1454
https://www.ehimetosyokan.jp

★開館時間★（火～金） ９：４０～１９：００
（土日・祝日）９：４０～１８：００
（子ども読書室は１７：００まで）

★休館日★ 月曜（祝日の場合は直後の平日）、館内整理日（月末）、
年末年始、特別整理期間（３月中１０日以内で館長が定める日）

スマートフォンサイト https://www.ehimetosyokan.jp/winj/sp/top.do
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愛媛県立図書館 ＹＡコーナー

★本を返すとき★
１.返す本をカウンターに出してください。（カードはいりません。）
・次の予約が入ってない場合、延長ができます。

２.図書館が閉まっているときは、玄関外の返却ポストに入れてください。

★本を探すとき★
１.図書館の検索用コンピュータで探すことができます。
（書名や著者名で検索できます。）

２.パソコンやスマートフォン等で探すこともできます。
※分からないときには、カウンターでたずねてください。

★本を予約するとき★
１.予約カードに必要事項を記入して、カウンターに出してください。
２.パスワードを登録すると、パソコンやスマートフォン等から予約する
こともできます。 ※パスワードの登録は、カウンターで申請してください。

★新刊案内★
☆『未来のきみを変える読書術 なぜ本を読むのか？』

苫野 一徳／著 筑摩書房

☆『図解でわかる14歳からのLGBTQ+』

社会応援ネットワーク／著 太田出版

☆『100年無敵の勉強法』鎌田 浩毅／著 筑摩書房

☆『恐竜学者は止まらない！』田中 康平／著 創元社

☆『日本全国ゴミ清掃員とゴミのいい話』滝沢 秀一／著 主婦の友社

☆『努力の習慣化』柳田 将洋／著 KADOKAWA

☆『きみとホームで待ち合わせ』神戸 遥真／著 講談社

☆『＃マイネーム』黒川 裕子／著 さ・え・ら書房

☆『天の台所』落合 由佳／著 講談社

☆『かぞえきれない星の、その次の星』重松 清／著 角川書店

★ＹＡコーナー展示★１月～２月

家族のカタチ



メールでもご質問やご意見を受け付けます。
アドレスは、ya@libnet.ehimetosyokan.jp

（件名に「YAメールレファレンス」と入れてください。）
★お名前、連絡先メールアドレスも忘れずに入力してください。

『ヒロのちつじょ』
佐藤美紗代／著 太郎次郎社エディタス 2017

『ふたりママの家で』
パトリシア・ポラッコ／絵・文 サウザンブックス社 2018

『お父さんはユーチューバー』
浜口倫太郎／著 双葉社 2020

『空ニ吸ハレシ15ノココロ』
園田由紀子／著 PHPエディターズ・グループ 2019

『家族コンプレックス』
NHK「オトナノベル」制作班／編 金の星社 2017

他に、『私を月に連れてって』、『海辺の金魚』、『ほんとうの願いがかなうとき』、
『むこう岸』、 『親の期待に応えなくていい』などを展示しています。

家族ってどんな存在ですか？
「いつも応援してくれる」「毎日ケンカしている」
「実は悩んでいる」「ふだん意識したことがない」
本の中にもいろいろな「家族のカタチ」があります。

２０２２．１．４～２．２４

宮古島に住む小学生の海香の家はゲストハウス「ゆいまー

る」。豪快でアイデアマンのお父さんが「ユーチューバーにな

る」と言い出したことから話は転がっていき、海香はお父さん

の思いがけない一面を知ることになります。

高校に入って寮生活を始めた理沙と、ホームで暮らし始め

たおばあちゃん。同じ頃に新生活を始めた二人は、手紙で

日々の出来事を伝えあったり励ましあったりします。おばあ

ちゃんの手紙には、懐かしい家族の思い出話も登場します。

わたしの家は、弟一人、妹一人、ママ二人の五人家族。とき

にはおじいちゃんやおばあちゃん、近所のみんなも一緒に、

食事を作ったりパーティを開いたりして、にぎやかに暮らして

います。いつまでもここはわたしたちの大切な場所です。

お母さんの言うとおりにすれば間違いない。そう思ってい

たけれど、本当にそうなのかな……？私はいつもがんばっ

ているのに、気楽そうなお兄ちゃんのほうが人気者なんて

……。家族に対するモヤモヤ、あなたにもありますか？

大学生の妹が、自分の「ちつじょ」を大切にする兄・ヒロの

姿を、ゆるーいイラストと文で描きました。近くで感じたり、少し

離れて眺めてみたり、「きょうだい」ならではの視点から、「ヒロ

の世界」を一緒に見守ってみませんか？

家族のカタチ


